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に掲載  
【要  旨】  
破裂椎骨動脈解離によるくも膜下出血において、眼球運動障害や破裂時の硝子
体出血 (Terson 症候群 )などを合併する症例をしばしば経験するが、渉猟し得た
限り、今まで他部位の破裂脳動脈瘤を含めて比較検討を行った報告はなく、今
回、 2002 年 4 月から 2016 年 5 月に聖路加国際病院で加療を行った非外傷性く
も膜下出血患者を対象として、後方視的検討を行った。 343 例が対象となり、
眼球運動障害が 26 例 (7.6%)、Terson 症候群が 22 例 (6.4%)で生じた。破裂椎骨
動脈解離 35 例では他部位の破裂脳動脈瘤と比較し、眼球運動障害 (14 例 ; 40%; 
P<0.0001)、 Terson 症候群 (10 例 ; 28.6%; P<0.0001)がともに高頻度で生じて
いた。また、多変量解析で破裂椎骨動脈解離は眼球運動障害 (p<0.0001; 95% CI: 
3.41-29.5)、 Terson 症候群 (P=0.0033; 95% CI: 1.72-14.33)のいずれにおいて
も危険因子であることが示唆された。破裂椎骨動脈解離における眼球運動障害
は全て外転神経障害であり、発症 1 年後も約 3 分の 1 の患者で残存した。また、
約半数の Terson 症候群患者が視力回復のための硝子体手術を要した。破裂椎
骨動脈解離は他部位の破裂動脈瘤と比較して眼球運動障害および Terson 症候
群を合併しやすいため、早期の眼科的介入を考慮すべきである。  
